
■ スーパーシティ国家戦略特別区域の指定に関する提案書（概要）
１．構想のコンセプト

２０万人規模のスーパーシティの実現
住民主体の地域づくりが進んでいる人口約1１00人の
阿東地域地福地区というスモールケースで地域住民と
一体となって、人口減少時代においても持続可能なスー
パーシティモデルを構築し、山口都市核、更には、小郡都
市核を含む全地域に横展開を図ることで、２０万人規模
のスーパーシティの実現を目指す。
step１で実施する阿東地域地福地区は、豊かな
自然に恵まれ、県内でも有数の稲作地帯のひとつ
であり、伝統行事「トイトイ」をはじめ、固有の
伝統文化や歴史などの地域資源を有している。
一方で、人口は約１，１００人、世帯数６１２世
帯、高齢化５８．５％と人口減少、少子高齢化
が進展する中、地福地域づくり協議会やN
PO法人ほほえみの郷トイトイが中心とな
って、地域住民が主体となった地域課
題の解決に取り組みが進んでいる。

段階的に展開する
山口モデルの

スーパーシティ

【先端的サービス７】 お金とデータの地域内循環

【先端的サービス４】地域資源を活用した新たな雇用の創出や地場産業の活性化
高齢化が進む小規模農家等において、持続的に営農できる環境づくりに向け、スマート農業の導入を
促進することで、業務の効率化、収益向上等を図り、地場産業の活性化や若者の就農促進につなげる。

【先端的サービス５】 地域の未来や自分の人生を変える究極のインターンシップ
県内外の大学等と連携して、地福地域をPBLのフィールドとして活用し、大学生等に通年で居
住してもらいながら、大学の単位を修得するインターンシップを行い、地域住民や大学生と一体
となって地域課題の解決に取り組むなど、地域課題解決型のキャリア教育を展開する。

【先端的サービス６】 誰一人取り残さない避難支援体制の構築
避難支援に係る個人データや災害情報等を、データ連携基盤からＡＩが最適な避難行動を判断
し、個人向けの避難情報を携帯端末（双方向通信可）へ自動配信する仕組みを構築する。

金融機関に行かずに支払いを可能とするとともに、地域外へのお金の流出を防ぎ地域内経済の
活性化を図るため、「デジタル地域ウォレット」システムを構築し、キャッスレス支払環境を整備する。

【先端的サービス２】 デジタル化による中山間型地域包括支援体制の構築
本人の医療、介護等に関する情報を一元管理するデジタル健康手帳を導入するとともに、コミュ
ニティナースを配置し、デジタル技術を活用して、地域の実情に応じた制度の隙間を埋める活動を
展開する。

【先端的サービス３】 中山間地域内限定の移動手段の確保

高齢者等の地域内での身近な移動手段の確保として、規制緩和を活用し、地元唯一のタクシー事業者
の運転手不足解消に向けた地域内限定免許の創設や運転免許なく地域内を乗れる地域限定車両の導
入を図る。

【先端的サービス１】 生体認証を活用したマイナンバーの多目的利用
「マイナンバー（地域デジタルID）」をキーとして、基本４情報や顔情報等を紐づけることで、確実かつ
正確に個人を特定し、様々な分野のデータと連携させることで、効率的かつ迅速に課題解決等を図る。

３．先端的サービスの概要

2．山口モデルスーパーシティ構想の概要

【阿東地域地福地区】

参 考３


